
 11 

 

３. 成果、目標の達成度 

３-１ 成果 

 全体成果 ３-１-１

本事業は、4 つの年度にまたがる 5 つの領域での 8 つの個別事業の集合体とい

う形で推進された。 

更にその個別事業の構成は、最初の年度に基本的・基礎的な調査研究があり、

初年度と最終年度を含む中間の時点に現実の技術への対応が置かれ、最後に検

証に関わる調査研究が配置されるという形になっている。 

この配置はたいへんに適切で、それぞれの個別の事業の成果と併せて、全体

としてもたいへん的確な成果を挙げることに寄与している。 

全体の目標設定で挙げた「組込みシステムに関わる開発と検証の機能向上」

の中、「高信頼な組込みシステム（車載制御）の開発環境及びアーキテクチャの

確立」では、ISO 26262 の全体像の把握とそれに基づいたガイドブックの発行な

ど、日本の自動車の機能安全の実現にしっかりとした基礎を構築した。これは

単に自動車業界に止まらず、産業／通信機器、情報家電などの業界への波及効

果が期待できる。また「高信頼な情報家電用組込みソフトウェアの開発環境及

びフレームワークの確立」でも、文字通り組込みソフトウェアの開発環境とフ

レームワークを確立することができた。これも当初目的としていた情報家電だ

けでなく、他の領域への波及効果も期待できる。 

「検証の高度化」については、個々の情報システムでは充分な品質を持った

ものでも、それらを組み合わせて広範囲に、大規模に融合した社会システムを

構成すると全体としての品質面で懸念が生じる可能性がある。この融合したシ

ステムの品質を第三者が検証する方法を構築しようとするもので、これについ

ても成果を挙げた。これは、これからの社会では不可欠な技術であるといえる。 
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 個別事業の成果 ３-１-２

（１） システム開発の高度化に関する調査研究 

システム開発技術の高度化に関する調査研究は、平成 22 年度に 3 件が実施さ

れた。 

具体的なテーマは、以下の通りだった。 

①システムの評価指標（メトリクス）に関する調査（（株）三菱総合研究

所） 

②「ソフトウェア定量コントロール手法に関する調査研究（大阪大学）」

／「安全ソフトウェア設計に関する調査研究（九州大学）」（（株）三菱

総合研究所） 

③企業の IT 動向に関する調査研究（（社）日本情報システム・ユーザー

協会） 

 

１）システムの評価指標（メトリクス）に関する調査（三菱総合研究所） 

ａ）背景 

ソフトウェアの新規開発時に、ソフトウェアそのものの特性（プロダクト・

メトリクス）と開発過程のいくつかの側面（プロセス・メトリクス）を計測

し、分析し、その計測結果や分析結果を過去の開発事例や他社での開発と比

較し、それらを通して問題を発見してその問題を除去することで、新たに開

発されるソフトウェアの品質の向上を図ることができる。 

 

ｂ）目的 

ソフトウェアメトリクスを高度化し、システム／ソフトウェア製品の信頼

性やセキュリティをはじめとした各種品質を見える化する。 

 

ｃ）結果の公表 

一連の報告書は、経済産業省の Web ページで公開された。 

（http://www.meti.go.jp/policy/IT_policy/softseibi/metrics/20110324product_metr

ics2010.pdf） 

またこの結果は英文化されて、WG の一部のメンバーによって ISO のソフ

トウェア品質に関わる分科会に持ち込まれ、結果が紹介された。 

なお、この日本語版（経済産業省の Web で公開されているもの）の目次部

分を、次ページに図表 3-1 として示す。 

 



 13 

 

 

 

図表 3-1 「メトリクスに関わる報告書」目次部分 
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２）「ソフトウェア定量コントロール手法に関する調査研究（大阪大学）」／「安

全ソフトウェア設計に関する調査研究（九州大学）」（（株）三菱総合研究所） 

ａ）調査研究の方法 

このテーマは経済産業省から三菱総合研究所が受託し、それがさらに大阪

大学と九州大学に再委託された。 

再委託されたテーマと再委託先は、以下の通りである。 

 「ソフトウェア定量コントロール手法に関する調査研究」（大阪大学） 

 「安全ソフトウェア設計に関する調査研究」（九州大学） 

 

ｂ）「ソフトウェア定量コントロール手法に関する調査研究」（大阪大学） 

①背景 

ソフトウェア開発プロジェクトを制御するためには、プロジェクトの成

功・失敗を早期に予測し、対策を行う事が重要である。これは、プロジェク

トの初期段階でプロジェクトの成功する可能性を予測し、その可能性に応じ

て適切な施策を講じてプロジェクトを管理することによって、プロジェクト

の成功する確率を上げることができる。 

 

②目的 

前記「背景」に記した考え方に基づき、プロジェクトを成功に導く要件を

洗い出し、モデルを作成する。 

 

③結果 

この研究結果は三菱総合研究所を経由して経済産業省に提出されただけで、

Web での公開などはなされていない。 

この報告書の目次を図表 3-2 として、次ページ以降に示す。 
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図表 3-2（その 1） 報告書の目次（その 1） 
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図表 3-2（その 2） 報告書の目次（その 2） 
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ｃ）「安全ソフトウェア設計に関する調査研究」（九州大学） 

 

①背景 

現在、情報システムは社会の隅々にまでに普及し、社会を構成する重要な

インフラストラクチャとなっている。情報システム無しでは我々の生活は 1

日たりとも成り立たないと言っても過言ではない。その中でも、組込みシス

テムが果たす役割は重要である。組込みシステムは、電力、自動車、原子力、

鉄道、家電、モバイル機器などに必須の要素であり、様々な物理環境で、様々

な機器を制御し、社会に役立つサービスを提供している。組込みシステムは

物理環境を通じて人間と接するため、安全性には特に留意する必要がある。

一旦事故が発生すると、社会に対する影響は計り知れない。 

安全性には、本質安全と機能安全の 2 つの側面がある。前者は事故が絶対

発生しないような状況を指し、後者は設計上の工夫により安全性が確保され

ることを指す。本質安全が実現できればそれに越したことはないが、実現性

やコストを考慮すると現実的には困難な場合が少なくない。そのような場合、

いかに機能安全を実現するかが重要となる。 

組込みシステムはハードウェアとソフトウェアから構成されるが、特にソ

フトウェアは機能安全を実現する上で重要となる。したがって、安全なシス

テムを構築するためのソフトウェア設計技術の開発、普及させることが大切

となる。 

 

②目的 

組込みシステムにおける安全ソフトウェア設計及び検証手法について、具

体的な事例等を用いて設計上の課題・解決方法等を抽出し、設計リファレン

スのフレームワークの検討に関する調査研究を行う。 

 

③結果の公表 

この研究結果は三菱総合研究所を経由して経済産業省に提出されただけで、

Web での公開などはなされていない。 

この報告書の目次を図表 3-3 として、次ページに示す。 
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図表 3-3 報告書の目次 
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３）企業の IT 動向に関する調査研究（日本情報システム・ユーザー協会） 

ａ）背景 

（社）日本情報システム・ユーザー協会が発足以来継続して実施している

標記調査の、平成 23 年版（企業 IT 動向調査 2011）に当たる。 

調査は情報システム部門と経営企画部門を対象にしたアンケートと、IT 部

門長や IT 子会社の経営者を対象にしたインタビューからなり、結果は書籍に

まとめられて市販されている。 

ｂ）目的 

日本情報システム・ユーザー協会の会員をはじめとするユーザー企業が、IT

の利活用に関してどのような考えを持ち、どう対応しようとしているのかを

明らかにする。 

ｃ）調査の方法 

①アンケート調査 

2010 年 11 月 12 日に、IT 部門長宛：4000 社、経営企画部門宛：4000 社に

アンケート調査票を発送した。調査票は IT 部門が A4 用紙 24 ページ、経営企

画部門宛が A4 用紙 4 ページで、設問の一部は共通している。回答期限は 2010

年 12 月 3 日とし、IT 部門：1,144 社（有効回答率：29％）、経営企画部門：1,075

社（有効回答率：27%）からの回答を得た。 

②インタビュー調査 

インタビュー調査は 2010 年 12 月～2011 年 1 月に、協会役員を中心とする

調査担当が 45 社の IT 部門長に対して行った。インタビュー先は日本を代表

する著名企業が多く、業種も多岐に及んでいる。 

なお、インタビューの項目は 22 問、インタビュー時間は平均して 1 時間程

度であった。 

ｄ）結果の公表 

結果は「2010 年版企業 IT 動向調査 2011」として、（社）日本情報システム・

ユーザー協会から発行された。 

その出版物の表紙を図表 3-4 として、目次（3 ページ）を図表 3-5 として、

次ページ以降に示す。 
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図表 3-4 「企業 IT 動向調査 2011」表紙 
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図表 3-5（その 1） 「企業 IT 動向調査 2011」目次（その 1） 
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図表 3-5（その 2） 「企業 IT 動向調査 2011」目次（その 2） 
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図表 3-5（その 3） 「企業 IT 動向調査 2011」目次（その 3） 

 

 

 

  


